
様式第６号の１１
学番 ６６ 県立高田高等学校安塚分校

令和２年度 学校自己評価表（報告）

学 校 運 営 計 画

教育目標の実現に向けて、全職員の英知を結集して取り組み、高校３年間で

学 校 運 営 方 針
“生きる力”を身につけさせ、自信を持って社会に貢献できる人材の育成を目
指すとともに、生徒一人一人の適性・能力を生かした進路目標の実現を全力
で支援する。

昨年度の成果と課題 年度の重点目標 具体的目標

・上教大学習支援プロジェク １ 基礎・基本の確実な定 (1) 生徒の主体的な学びを促し、分かりやすく知的好奇心
トに参加し、『学び合い』を 着を図り、生涯学んでい を喚起する授業の展開
継続実施した。「主体的・対 く意欲を培う (2) 基礎基本の確実な定着を目指し、生徒同士が教え合い、
話的で深い学び」を目指し、 学び合う授業の展開
教科や総合的な学習(探究)の
時間に積極的に取り入れた。 ２ 生徒一人一人の個性の (1) 各種体験活動や進路講演会等をとおしたキャリア教育
・「いじめ防止基本方針」の 伸長を図り、粘り強く課 の充実
見直し修正を行い、自校独自 題に取り組む姿勢を育む (2) 授業における発表活動、プレゼンテーション活動等に
の対応マニュアルを作成。い よる表現力、問題解決能力の育成
じめ対策推進教員の配置によ
り早期認知、解消に向けて教 ３ 他者との協働をとおし (1) 部活動や学校行事をはじめとする教育活動全般に、生
員の組織的対応に役立てた。 て、豊かな人間性や社会 徒が意欲的に取り組むための支援
ＳＣやＳＳＷなどの専門機関 性を涵養する (2) 人間関係形成能力を伸長するための、グループエンカ
を積極的に活用した。 ウンター等、各種取組の実践
・特性を持った生徒たちが増
加している。個々の特性を理 ４ 清潔で落ち着いた学習 (1) 配置されたスクールカウンセラーを活用しながら、サ
解し、一人一人の進路実現に 環境の下、すべての生徒 ポート委員会を中心とした、生徒一人一人を支援する取組
向けて丁寧に指導していくと が安心して過ごせる学校 の充実を図る
ともに、地域との連携を図り づくりを進める (2) 「学校いじめ防止基本方針」に基づく組織的な指導の実
ながら、豊かな人間性を育ん 践
でいきたい。

重点目標 具体的目標 具体的方策 評価

①基本的生 家庭や地域との連携 生徒（生徒会総務、風紀・交通委員）と共に、身だしなみ正常化・挨拶運動（１学期始め）

活習慣の確 を深め、職員が共通 を実施し、規律ある高校生活を送るよう、身だしなみやルールの遵守など規範意識の啓発

立と安全教 理解のもとで指導に に努める。 A
育の充実 当たる。 バイク実技講習会（年1回）を実施する。

②生徒会活 毎学期始めに頭髪服装検査を実施する。 A
動の充実 職員による校内巡視や電車乗車指導、駅巡視等を適宜実施し、規範意識の高揚を図る。 B
③個に応じ 校舎内外の環境整備 清掃習慣の定着と校舎内外の美化に努める。 A
た実効ある 並びに、健康意識の 各学年の実態に合わせた保健講座を実施する。 A A
支援の実施 向上を図る。 保護者との情報共有に努め、必要に応じて専門機関との連携を図る。 A A

保健だよりを適宜発行し、健康に関する知識と理解を深める。 A
生徒の自主的な活動 体育祭や文化祭などの学校行事毎に、クラスで実施計画書を作成し、計画段階から生徒が A
を充実させる。 主体的に取り組めるようにする。 A

生徒会総務が主体的に行事の運営ができるよう、各行事前に適宜、総務委員会を開催する。 A
学校生活への適応を 教職員間で生徒情報の共有化を図るため、職員会議時に「生徒情報交換会」を実施する。 A
支援する。 特別支援教育研修会（年１回）を実施する。 A A

派遣されたスクールカウンセラーを有効に活用しながら、自立支援の必要な生徒及び保護 A
者を対象とした教育相談を随時実施し、必要に応じて外部関係機関と連携を図る。

①基礎学力 学習意欲の向上、学 年度始めにシラバスを生徒に提示し、年間計画と評価方法を周知するとともに、シラバス A
の定着 習習慣の定着を図 に基づいた計画的な授業を実施する。 A
②授業改善 る。 学期ごとに、成績不振者と希望者に対する補習を実施する。 A
の取組 教育課程及び授業内 選択科目説明会を実施し、生徒の進路目標にあった科目選択ができるよう指導する。 A A

年間を通じて授業公開を実施する。また年２回の授業公開月間を設け、授業改善の研修会 A A
を実施する。

新教育課程に則した学習計画を作成する。 A
進路意識の 早期に進路意識を啓 進路だよりを月１回発行し、生徒や保護者への情報提供に努める。 C
啓発とキャ 発するために、「総 新入生の進路指導室活用促進のため、進路オリエンテーションを実施する。 A
リア教育の 合的な学習の時間」 進路希望調査を各学期に実施し、生徒の実態を把握するとともに適切な指導に生かす。 A
充実 を活用して、各種事 学年との連携を密にし、指導の徹底と生徒に関する情報の共有化を図る。 A A A

業を展開する。 生徒・保護者を対象にした進路意識啓発のための講演会を開催する。 A
進路ガイダンスを年２回開催し、情報収集に努めるよう指導する。 A
総合的な学習の時間における進路指導の充実を図り、キャリア教育を推進する。 A



重点目標 具体的目標 具体的方策 評価

ジュニアインターン ２学年全員を対象にジュニアインターンシップを実施し、その報告会を開催して、進路意

シップ、オープンキ 識の啓発を図る。 A
ャンパスを効果的に 進学先の理解を深めるため、オープンキャンパス等への参加を促す。 A
実施する。

進学希望達成のため 進路先に応じた模試を計画的に実施し、課題を把握するとともに、学力を伸ばすため、長 A A
の模試、補習を実施 期休業中における進学補習等を実施する。

する。

保護者や地 保護者と職員が連携 保護者面談週間や必要に応じて保護者面談・三者面談を利用し、保護者と職員の相互理解 A
域との連携 し、諸活動を行う。 を深めるとともに、共通理解のもとで生徒一人ひとりの問題解決を図る。 A
強化 ＰＴＡ役員と協力し、ＰＴＡ総会・学年ＰＴＡなどへの参加者増を図る。 A

役員会などを通じて研修会等への参加を促し、参加者増を図る。 B
ＰＲ・広報活動をよ ＰＴＡだよりを年３回発行し、学校の様子やＰＴＡ活動の周知を図る。 A
り活発にし、本校の B A
認知度を高める。

ホームページを月１回以上更新し、より多くの人に学校の情報を発信する。 C
学校評議員や地域な 「地域の声を聞く会」（年２回開催）で指摘された問題点を整理し、次年度の学校自己評 A
ど、外部からの意見 価に取り入れる。 A
を積極的に受入れ、

学校運営に生かす。

読書指導の 生徒・教職員が授業 国語科と連携して図書館だよりを定期的に発行し、積極的に広報活動を行う。 A
充実 で活用しやすい図書 生徒・教職員にとって必要な資料収集を行い、来館者数の増加を図る。 A A A

館とする。 図書館司書と連携し、図書館の環境整備を進め、図書委員会活動を活性化させる。 A
人権教育の 生徒の人間関係等に 「学校いじめ防止基本方針」をより実態に即した内容に適宜見直し、組織力を強化する。 A
推進 係る課題解決に向け いじめ実態把握アンケートを実施し（年２回）、教職員で情報の共有を図る。 A A A

て組織的に取り組 人権に関する生徒対象の講演会、職員対象の研修会を実施し、人権意識の啓発を図る。 A
む。

①人間関係 高校生としての 社会生活の基本である挨拶・返事が、積極的にできるように指導する。 A
づくりの支 基本的な生活習 「総合的な探究の時間」や学校行事等の体験活動を通じて他者を尊重し、より良い人間関 A
援 慣と学習習慣の 係を形成できるように指導する。 A

１ ②基本的生 確立に努める。 生活手帳の利用により、書くことの習慣が身に付くように指導する。また、忘れ物等をし B
学 活習慣の定 ない意識付けをする。 B
年 着 進路意識の啓発 「総合的な探究の時間」やＬＨＲの時間を活用し、新入生意識啓発講演会や企業見学を通 B
③進路意識 と健全な勤労･ して、将来を見据えた進路選択ができるよう指導する。また進路・職業について幅広い知識が B
の啓発 職業観の定着に 持てるように指導する。

努める。

①自己管理 高校２年生とし 挨拶・言葉遣い・筆記の仕方に注意を促し、コミュニケーション能力の向上を図る。 B
能力の育成 ての自覚を持 生活リズムや体調管理、学習習慣の確立について指導し、自己管理能力の向上を図る。 B
②基礎・基 ち、自己の将来 体育祭、文化祭などの学校行事を通して生徒同士の交流を促し、学年をまとめることので B
本の確実な に向けて、明確 きるリーダーを育成する。
定着 な意識を持てる 修学旅行では、平和の尊さを認識するとともに、人権尊重の意識を高められるよう指導す B

２ ③進路目標 よう指導に努め る。また、実際に現地で見ることによって、自分の地域との違いを知り理解できるよう指
学 の明確化 る。 導する。 B
年 学校生活全般において、規則を遵守し、社会人として状況に応じた行動がとれるよう指導 B

する。

進路にかかわる ジュニア・インターンシップ、オープンキャンパスなどによる経験をもとに、進路目標を
学習活動を積極 早期に設定させ、目標に向かって努力するよう指導する。 A A
的に行い、進路
目標の早期決定
を図る。

①自己管理 進路実現に向け 生徒の個別面談を実施し、生徒一人一人の進路希望の実現を支援する。 A
能力の伸長 情報を収集し、 ＬＨＲ・「総合的な学習の時間」・放課後の時間を有効に活用し、生徒一人一人の適性を見 A
②進路実現 必要な実力を養 据えた進路指導や面接・出願指導を行う。

３ に必要な実 う。 進路指導部主催の講演会を活用して進路情報を発信し、進路意識を啓発する。また、保護 A
学 力の養成 者面談を行い、保護者との情報共有に努める。 A A
年 ③進路希望 社会人として基 身だしなみ・挨拶・受け答えなど社会人として求められている所作について指導する。 A
の実現 礎となる教養や ＬＨＲ・「総合的な学習の時間」を活用して講演会を実施し、社会に対する視野を広げ、 A

心構えを育む。 社会人として必要な教養を身に付けるよう指導する。
生活手帳を用いてメモをとる習慣を身に付けさせ、自己の行動を振り返り、計画的に行動 C
できるよう指導する。

ICT機器の活用やTTでの教科指導、また授業各所の『学び合い』など、生徒の理解や進度に対 総合評価
応した授業を行い、基礎基本の確実な定着を目指し、協働して粘り強く課題に取り組むを姿勢
を育んだ。生徒数が少ない分、生徒各自の個性や特性を見取り、担任を中心に養護講師やSCと

成果 連携を図りながら、職員全体で一人一人の生徒について情報を共有し、全３年生の進路決定に
つなげた。いじめ対策委員会やサポート委員会、人権教育委員会が各講演会や学習会を企画し、 B
生徒の人格の向上や教員の指導力向上につなげた。感染症拡大で行事が中止縮小される中、生
徒会も参画に加わり工夫した企画を考案、実施して、生徒や学校の活力を上げた。


